
学園祭学友会メンバー（撮影：山口義雄）

感動と思い出の川崎学園祭

就職支援マナー講座  公開講座 実習に向けて決意新たに！

高大連携開催／学外研修 上海訪問／事務部から ネットワーク委員会報告／キラリ いい顔②

インフォメーション

川崎医療短期大学  広報誌

特　集



感動と思い出の
第33回【10 月 13 日～14 日】

川崎学園祭

　10月13日（土）・14（日）の 2日間に渡り、第 33 回
川崎学園祭が行われました。今回の統一テーマは「円
（わ） ～ YOU & I ～」です。このテーマは、たくさんの
「わ」（円・環・輪など）をもう一度見つめ直し、自分の
周りの人々（YOU）と、自分（I）との繋がりの大切さ
を再確認しよう、という意味が込められています。学園
祭は、学友会実行委員が中心になって企画・準備を行
い、実行委員以外の多くの学生や教職員も協力・参加
しました。たくさんの人達との繋がりなくして成功させるこ
とはできませんでした。学園祭を通じて、感動と思い出
がそれぞれの心に刻まれ今回のテーマである「円（わ）」
が、一人ひとりの心によりいっそう強い絆として残ったこと
でしょう。
　今回の「特集」では、学園祭での学生の皆さんの活
躍ぶりを中心にまとめました。皆さんの生き生きとしたその
姿を写真を通してご覧ください。

特　　集

学園祭準備
（12日・PM） 準備に大あわて

今年の統一テーマは

「円（わ） ～ YOU & I ～」

模擬店で使用するテントの
設営風景。みんなで協力し
ないと完成しません。上手に
できたかな。

学科紹介での展示作業。見
栄えを考慮しながら、1枚ずつ
丁寧に張っていきます。こんな
感じでいいかな?
（臨床検査科）

学科紹介用のポスター作成
風景。色画用紙を切り張りし、
きれいなポスターへと仕上げま
す。
（看護科）

つな

つな

Photo
   Gallery
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　各学科の特徴を分かりやすく伝えるため、展
示の内容にはかなり力をいれました。見るだけ
でなく、実際に触れたり、体験できるコーナーを
設けたのも大きな特徴です。参加してくだった
方々に少しでも楽しんでいただき、そして貴重な
体験ができるよう工夫をこらしました。
　参加者には学生がそれぞれ付き添い、展示
品の説明や質問に（慣れないながらも）一生懸
命に答えました。大学受験を控えた高校生に
とっては、授業の内容や学生生活の状況を聞く
絶好の機会となったようです。
　参加者へのアンケート調査では、「来てよかっ
た」、「授業の内容や仕事の内容をよく理解でき
た」など、うれしい回答を多数いただきました。
　来年も開催し、高校生や地域の方 と々の交
流を深めたいと思っています。是非みなさんご
参加ください。

　高校生やその保護者を対象に、受験の
アドバイスや入学後の学生生活・授業内
容などを教員が詳しく説明しました。
　2 日間でおよそ 230 人の高校生・保護
者が訪れました。受験をお考えの方は是非
一度ご参加ください。必ず役に立ちます。

希望者に対して、学内の施設見学や体験学
習を行いました。また、実習先である川崎医科
大学附属病院内の見学も実施しました。

　入試対策講座「小論文」が、10月13日（土）
に実施されました。当日は、56名の参加があり
ました。全体説明後の個別指導では、質問の
順番を待つ列までできました。一週間後に控え
た特別入試の小論文の試験に向けて、疑問
や不安にお答えしました。

新生児について説明します（看護科）

看護科のブースに訪れた高校生
学内での体験学習（放射線技術科）

第 2回公開講座（5ページを参照）

むずかしいですね（臨床検査科）

どのように使用するのですか（臨床工学科）

カプラワールドへようこそ（医療保育科） 実習の内容は…（介護福祉科）

こ、これは何だ（放射線技術科）

第5回オープンキャンパス

小論文個別指導

学内見学・病院内見学 進学・相談コーナー

学科紹介
（13・14日）

（13・14日）

見て・触れて・体験して
－学科のことを知ろう－

本学を知ろう
－受験にも役立つ－

新生児について説明します（看護科）むずかしいですね（臨床検査科）

どのように使用するのですか（臨床工学科）

むずかしいですね（臨床検査科）

カプラワールドへようこそ（医療保育科） 実習の内容は…（介護福祉科）

こ、これは何だ（放射線技術科）
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　仮装行列は、医科大学、福祉大学、リハビリ学院を
交えた合同イベントです。短大の代表として医療保育
科の有志が参加しました。毎年恒例のイベントで、仮
装だけでなく、踊りなどのパフォーマンスも演じます。今
年は、女子高生に扮して華麗な踊りを披露しました。

　パンフレットは、学園祭を楽しむ必需
品です。川崎学園祭すべてのイベント
開催時刻、場所、内容などが詳細な説
明と地図で記載されています。もちろん
“無料”です。

　学園祭には欠かせない模擬店。部活のメンバーやク
ラスの有志など、さまざまなグループが学園祭においしさ
の花を、そして笑顔を届けてくれました。講義や実習の
忙しい合間を縫って準備を進め、販売前日は夜遅くまで
下ごしらえをしました。また、当日の各店舗では、華やか
な装飾と個性あふれる接客が繰り広げられました。どの
お店も「おいしい」と好評でした。

ふん

仮装行列大ビンゴ大会

仮装行列
じゃんけん大会
カラオケ大会
軽音楽部 LIVE
なんでもコンテスト
大ビンゴ大会

○× クイズ
アームレスリング
軽音楽部 LIVE
異装コンテスト
ビンゴ大会

短大イベント

13日…

14日…

みんな買いに来てねーこのボリュームでこの安さ・最高

ハイ、チーズ

こんなの売ってます

みんな輝いた

カラオケ大会

じゃんけん大会

（13・14日）

心もお腹も満たされて
－安い・うまい・感激－

模擬店

華麗に
舞った
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異装コンテスト 軽音楽部 L I VE アームレスリング

　男性が女性に異装（女装でないとこが重
要）するコンテスト。どの出場者も美しい？！仕上
がりを見せていました。異装をお手伝いしたの
は、女子学生のメイク担当者。日頃の自分のメ
イク技術を駆使して、「美しい女性」へと変身
させました。

　青空の下での LIVE。出演者の熱い演
奏に、多くの観客が聞き入っていました。きっ
と、練習の成果を充分に発揮できたことで
しょう。

　男女それぞれの熱き戦いが繰り広げられま
した。参加者の皆さんは、すさまじい闘志と気
合いで勝負。観客もつられ大声援でした。特に
女性陣の戦いは、「すごかった」の一言です。

・・

・・

　今年も、大きな問題もなく学園祭を
無事終了することができました。また、
自分なりに立てた「短大を盛り上げた
い」という目標も達成できたのではな
いかと思っています。これも、学園祭
実行委員をはじめ、各イベントパート
リーダー、スタッフ、そして学生全員が
協力し、一つになれたからだと思って
います。皆さんありがとうございました。
　学園祭実行委員長としての仕事
はほぼ終わりました。すでに次期実行
委員長も決まっています。まだ任命さ
れたばかりで不安を抱えている様子
ですが、自分なりに精一杯がんばって
ください。応援しています。
　来年も短大全体が一丸となり、す
ばらしい学園祭が行われることを願っ
ています。本当に長い間ありがとうご
ざいました。

学園祭を終えて

学園祭実行委員長　橋本武憲

＊平成19年度　学友会役員＊

委員長 CW2 阪本　渉太
副委員長 NS2 小林　加奈
学園祭実行委員長 NS2 橋本　武憲
学園祭副実行委員長 NC2 滝澤佳央理
会計 NS2 関谷加菜絵
会計 NC2 高見　景子
書記 CW1 中本　真実
書記 CW1 藤本ゆかり
総務（リーダー） CW2 平川　貴一
総務（副リーダー） NS2 広本　翔馬

役職名 科･年 氏　名

NS：看護科　CW：介護福祉科　NC：医療保育科

男子の部優勝（左の男性）

見てください。この美しい姿を

ただいまメイク中
熱唱の様子

女子の部優勝（右の女性）

Thank
 You

LIVE  IN  KAWA
SAKIMakeup

Ready…G
o!

川崎医療短期大学 広報誌 NO.594

第33回学園祭



　

医
療
福
祉
の

専
門
職
を
養
成

す
る
本
学
で
は
、

多
く
の
優
秀
な

卒
業
生
を
社
会

に
送
り
出
し
て

き
ま
し
た
。
そ

し
て
今
な
お
専

門
技
術
教
育
に

お
い
て
実
践
的

で
高
い
レ
ベ
ル
を
維
持
し
、
100
％
の
就
職
達
成
率

を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、最
近
の
就
職
試
験
で
は「
社
会
人
と
し

て
の
常
識
」や「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」と
い

う
点
が
よ
り
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、専
門
性
を
生
か

し
た
各
学
科
単
位
の
就
職
支
援
に
加
え
、
全
学
科

共
通
の
就
職
支
援
マ
ナ
ー
講
座
を
開
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

幸
い
川
崎
学
園
に
は
、
川
崎
医
療
福
祉
大
学
医

療
秘
書
学
科
と
い
う
マ
ナ
ー
や
接
遇
な
ど
も
教
育

し
て
い
る
学
科
が
あ
り
ま
す
。学
科
長
の
島
名
正

英
先
生
が
全
面
的
な
協
力
体
制
を
組
ん
で
く
だ
さ

り
、同
学
科
の
中
村
先
生
、田
中
先
生
に
ご
指
導
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
九
月
二
十
二
日
、
中
村
先
生
か
ら
マ
ナ
ー

は
な
ぜ
大
切
か
と
い
う
内
容
で「
働
く
も
の
と
し
て

の
心
構
え
」に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、十
月
中
旬
に
か
け
て
、学
科
ご
と
に
最

上
級
生
が
百
二
十
分
の
実
践
マ
ナ
ー
講
座
を
受
け

ま
し
た
。主
な
内
容
は
、
履
歴
書
の
書
き
方
、
実
習

先
や
就
職
先
へ
の
電
話
の
か
け
方
、
面
接
時
の
服

装
、立
ち
居
振
る
舞
い
な
ど
で
す
。ま
た
、す
で
に
70

％
の
学
生
の
就
職
が
決
ま
っ
て
い
る
看
護
科
で
は
、

特
別
に
患
者
様
や
ほ
か
の
医
療
職
へ
の
対
応
な
ど

を
中
心
に
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ロ
ー
ル
プ
レ
イ

も
あ
り
、
指
名
さ
れ
た
学
生
は
緊
張
し
な
が
ら
も

一
生
懸
命
練
習
し
て
い
ま
し
た
。先
生
方
は
時
に
厳

し
い
指
摘
を
加
え
な
が
ら
も
終
始
笑
顔
を
絶
や
さ

ず
、熱
心
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
か
ら
は「
自
分
で
は
ま
あ
ま
あ
で

き
る
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
実
は
社
会
で
は
通
用
し

な
い
レ
ベ
ル
だ
と
わ
か
っ
た
」「
社
会
人
に
必
要
な

マ
ナ
ー
の
基
本
が
学
べ
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。ま
た
本
学
教
員
か
ら
は
、
大
変

有
益
な
講
座
で
あ
り
、
来
年
は
も
っ
と
早
い
時
期
に

こ
の
よ
う
な
講
座
を
開
催
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見

や
、学
生
に
き
め
細
か
い
指
導
を
し
て
い
く
う
え
で
、

教
員
自
身
が
ま
ず
マ
ナ
ー
講
習
を
受
け
た
ら
ど
う

か
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
マ

ナ
ー
に
つ
い
て
は
一

回
の
講
座
だ
け
で
身

に
つ
く
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
受
講

学
生
の
意
識
は
確
実

に
高
ま
っ
た
と
思
い

ま
す
。（
委
員
長　

名
木
田
恵
理
子
）

　

 

平
成
十
九

年
十
月
十
三
日

（
土
）十
時
か
ら
、

本
学
体
育
館
第

一
〇
二
講
義
室

に
お
い
て
、平
成

十
九
年
度
第
二

回
公
開
講
座
が

開
催
さ
れ
ま
し

た
。百
名
を
超
え

る
一
般
の
方
が
参
加
さ
れ
、大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
は
、
本
学
臨
床
検
査
科
講
師
の
山
本
誠
一

先
生
に
よ
り
、「
注
目
さ
れ
る
心
機
能
検
査 ―

狭

心
症
・
心
筋
症
・
不
整
脈
と
は―

」と
題
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。今
回
の
講
演
で
は
、心
臓
の
形
や
働
き
、

様
々
な
心
臓
の
検
査
法
、い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
症
例

に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。中
で
も
症
例
に
つ

い
て
は
、「
冠か
ん
れ
ん
し
ゅ
く
せ
い

攣
縮
性
狭
心
症（
冠
動
脈
の
痙け
い
れ
ん攣
に

よ
る
狭
心
症
）」
や
最
近
災
害
医
療
で
問
題
と
な
り

注
目
さ
れ
て
い
る「
た
こ
つ
ぼ
型
心
筋
症
」、突
然
死

の
原
因
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る「
ブ
ル
ガ
ダ
症
候
群
」

の
解
説
が
行
わ
れ
、
自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）の
意
義
な
ど
が
、
先
生
の
ご
経
験
に
基
づ
い
て

写
真
や
図
を
交
え
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
ま

し
た
。先
生
の
検
査
に
対
す
る
真し
ん

摯し

な
姿
勢
と
も

重
な
っ
て
、参
加
者
は
講
演
の
内
容
に
引
き
込
ま
れ

て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、後
半
は
、参
加
者
が
よ
り
近
く
で
検
査
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
心
臓
超
音
波
検
査
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
操
作
等
、一
次
救
命
救
急
操
作
の
実
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。そ
し
て
引
き
続
き
、
参
加
者
が
模
型
を

相
手
に
、一
次
救
命
救
急
操
作
を
体
験
で
き
る
時
間

が
持
た
れ
、多
く
の
方
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
な
ど
を
実
際

に
体
験
さ
れ
ま
し
た
。心
臓
超
音
波
検
査
の
コ
ー
ナ

ー
で
は
、心
臓
の
動
き
や
血
液
の
流
れ
方
な
ど
に
つ

い
て
心
臓
超
音
波
診
断
装
置
を
用
い
、講
演
に
続
き

山
本
先
生
が
解
説
し
ま
し
た
。Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
を
含
む

一
次
救
命
救
急
処
置
の
実
演
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、臨

床
検
査
科
の
教
員
二
名
が
一
次
救
命
救
急
処
置
の

重
要
性
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。参
加
者
は
、
食
い
入

る
よ
う
に
見
て
お
り
、そ
の
態
度
と
呼
応
す
る
よ
う

に
活
発
な
質
疑
応
答
も
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。ま

た
、体
験
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
多
く
の
方
が
積
極
的
に

参
加
さ
れ
、
参
加
者
の
関
心
の
高
さ
が
強
く
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に

今
回
の
公
開
講
座

は
、講
演
と
実
演
・

実
技
体
験
と
い
う

二
部
構
成
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。講

演
で
心
臓
に
つ
い

て
の
知
識
や
症
例

を
学
び
、
さ
ら
に
、

実
演
・
実
技
体
験
で
は
検
査
の
見
学
や
実
際
に
装

置
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
点
で
、参
加
者

の
反
応
も
良
く
、
有
意
義
な
公
開
講
座
と
な
り
ま

し
た
。 

（
臨
床
検
査
科　

所
司
陸
文
）

就
職
支
援
マ
ナ
ー
講
座
開
催 

 
 

 

　
　
　

就
職
専
門
委
員
会

社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
と
マ
ナ
ー
の
実
際
を
身
に
つ
け
る

川
崎
医
療
福
祉
大
学
医
療
秘
書
学
科 

教
授 

中
村
健
壽
先
生
・
准
教
授 

田
中
伸
代
先
生

テ
ー
マ

平
成
十
九
年
度　

第
二
回
公
開
講
座

注
目
さ
れ
る
心
機
能
検
査 

〜
狭
心
症
・
心
筋
症
・
不
整
脈
〜

臨
床
検
査
科 

講
師 

山
本
誠
一

テ
ー
マ

中村先生の講演

山本先生の講演

心臓超音波診断装置を用いての実演

電話のかけ方をロールプレイ中
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漢字検定に挑戦！

　

第
三
回
公
開
講
座
は
、
介
護
福
祉
科
が
担
当
し

ま
し
た
。今
回
は
、
き
の
こ
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
病
院
の

病
院
長
で
、
社
会
福
祉
法
人
新
生
寿
会
の
理
事
長

を
兼
務
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
佐
々
木
健
先
生
と
本

学
介
護
福
祉
科
講
師 

守
屋
真
季
先
生
に
よ
る「
認

知
症
の
ケ
ア
に
つ
い
て―

認
知
症
の
ケ
ア
と
介
護

保
険―

」
の
講
演
を

企
画
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
佐
々
木
先

生
に「
認
知
症
の
ケ

ア
に
つ
い
て
」
の
演

題
で
約
九
十
分
、
次

に
介
護
支
援
専
門

員
の
業
務
経
験
を
持
つ
守
屋
先
生
に「
介
護
保
険

と
そ
の
利
用
の
方
法
に
つ
い
て
」
約
二
十
分
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
後
、
質
疑
応
答
を
約
十

分
行
い
ま
し
た
。

　

佐
々
木
先
生
は
、
認
知
症
に
対
す
る
医
療
面
か

ら
の
捉
え
方
の
変
遷
を
、
三
期
に
分
け
て
説
明
さ

れ
ま
し
た
。ま
ず
、
一
九
八
四
年
か
ら
の
約
五
年
間

が
第
一
期
で
あ
り
、「
認
知
症
は
悪
性
の
病
気
」
と

い
わ
れ
、
認
知
症
に
対
す
る
理
解
が
な
か
っ
た
時

期
、次
に
一
九
九
〇
年
代
が
第
二
期
で
あ
り
、認
知

症
の
解
明
と
治
療
薬
の
開
発
、
多
数
収
容
す
る
方

法
は
良
く
な
い
と
い
う
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
制
度
に
習
っ
て
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
乱

立
し
た
時
期
、そ
し
て
、二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
か

ら
現
在
ま
で
が
第
三
期
で
あ
り
、
十
人
を
一
単
位

と
し
て
利
用

者
が
充
分
に

介
護
を
受
け

ら
れ
る
環
境

で
、
介
護
福

祉
士
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
密
に

と
り
な
が
ら
、

利
用
者
の
望

む
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
で
あ

る
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。次
に
、
職
員
の
方
々
が
一

人
の
利
用
者
の
た
め
に
、
よ
り
良
い
生
活
環
境
を

作
っ
て
い
く
様
子
を
ビ
デ
オ
の
映
像
で
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。そ
の
上
で
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
て
き
た
普

通
の
生
活
環
境
を
作
る
た
め
に
は
、
医
療
的
ア
プ

ロ
ー
チ
が
減
っ
て
お
り
、反
対
に
介
護
・
看
護
・
環

境
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
増
え
て
い
る
と
い
う

現
状
を
教
え
て
く
だ
さ
り
、
介
護
に
携
わ
る
職
員

の
意
識
の
変
革
が
今
後
ま
す
ま
す
必
要
で
あ
る
と

結
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

短
大
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
や
日
頃
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
福
祉
施
設
へ
の
ご
案
内
、さ
ら
に
、卒

後
教
育
の
一
環
と
し
て
過
去
五
年
間
に
卒
業
し
た

三
百
七
十
四
名
に
も
通
知
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
七
十
歳
以
上
の
高
齢
者
の
う
ち
、
約

百
三
十
万
人
が
認
知
症
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ

の
よ
う
な
現
状
の
中
で
認
知
症
に
対
す
る
関
心
の

高
さ
を
物
語
る
か
の
よ
う
に
、
事
前
の
申
込
受
付

者
は
百
二
十
名
余
り
、
当
日
の
申
込
者
も
三
十
名

近
く
と
な
り
ま
し
た
。中
に
は
、岡
山
県
北
の
苫
田

郡
や
勝
田
郡
、
さ
ら
に
は
香
川
県
の
三
豊
市
や
観

音
寺
市
な
ど
、遠
方
か
ら
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
約
80
％
が
福
祉
施
設
を
中
心
に
就
職
し
て

い
る
介
護
福
祉
科
の
卒
業
生
も
勤
務
日
程
を
調
整

し
、三
十
五
名
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。介
護
福

祉
科
の
教
員
は
、
会
場
整
理
や
準
備
に
追
わ
れ
あ

わ
た
だ
し
い
中
、
卒
業
生
の
介
護
福
祉
士
と
し
て

の
活
躍
ぶ
り
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、参
加
者
の
総
数
は
、一
般
お
よ

び
福
祉
関
係
者
百
四
十
五
名
、
本
学
教
職
員
十
六

名
、
本
学
介
護
福
祉
科
在
学
生
九
十
三
名
の
計

二
百
五
十
四
名
と
当
初
の
予
想
を
は
る
か
に
超
え

ま
し
た
。会
場
は
満
席
の
た
め
空
調
が
必
要
な
ほ

ど
の
盛
況
ぶ
り
で
、
認
知
症
の
ケ
ア
に
つ
い
て
の

関
心
の
高
さ
に
主
催
者
側
も
改
め
て
驚
き
ま
し
た
。

（
介
護
福
祉
科　

三
宅
妙
子
）

「数検」グランプリ金賞（　　　）受賞
　臨床工学科が日本数学検定協
会主催の第13回実用数学技能検
定「数検」グランプリにおいて、
優秀な成績を納めました。その
成果を称えられ「数検」グラン
プリ金賞（団体賞・大学短大部
門）が平成19年７月10日付けで
同協会から授与されました。

団 体 賞
大学短大部門

　平成 19 年度第２回日本漢字能力検定が、10 月 28 日
（日）本学体育館 101 講義室において実施されました。
77 名が２級、45
名が準２級、６名
が３級にそれぞれ
挑戦しました。結
果は 12 月上旬に
発表されます。

佐々木健先生

守屋講師による講演

熱心に聞き入る参加者

第
十
九
回　

全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
ま
な
び
ピ
ア
岡
山
２
０
０
７
」
協
賛
・
開
催

平
成
十
九
年
度　

第
三
回
公
開
講
座

認
知
症
の
ケ
ア
に
つ
い
て ―

認
知
症
の
ケ
ア
と
介
護
保
険―

き
の
こ
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
病
院 

病
院
長　

佐
々
木
健
先
生　
　

介
護
福
祉
科
講
師　

守
屋
真
季

テ
ー
マ
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実
習
開
始
式

実
習
開
始
式

ワ
ッ
ペ
ン
授
章
式

戴
帽
・
授
章
式

看
護
科 

　

九
月
二
十
七
日

（
木
）
に
看
護
科
二

年
生
百
二
十
名
の

戴た
い
ぼ
う帽
・
授
章
式
が
挙

行
さ
れ
、主
任
、副
主

任
か
ら
、
ナ
ー
ス
キ

ャ
ッ
プ（
女
子
）と
学

章（
男
子
）が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

学
生
は
保
護
者
に
見
守
ら
れ
、
手
に
看
護
の
灯

火
を
掲
げ
、
厳
か
に
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
誓
詞
を
唱

和
し
ま
し
た
。続
い
て
、守
田
哲
朗
学
長
、藤
原
恭

子
岡
山
県
看
護
協
会
会
長
、
卒
業
生
の
森
美
恵
子

氏
よ
り
、
お
祝
い
や
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。さ
ら
に
卒

業
生
の
先
輩
か
ら
花

束
が
贈
呈
さ
れ
る
と
、

会
場
は
一
段
と
華
や

か
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。最
後
に
、

戴
帽
・
授
章
生
代
表

の
四
方
田
香
澄
さ
ん

が
、
専
門
職
と
し
て
の
誇
り
と
責
任
感
を
表
明
し
、

看
護
の
道
に
進
む
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

臨
床
検
査
科

　
「
私
た
ち
は
豊
か
な
人
間
性
と
感
性
を
兼
ね

備
え
、
こ
れ
か
ら
の
医
療
技
術
を
支
え
、
チ
ー
ム

医
療
に
貢
献
す
る
臨
床
検
査
技
師
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
ま

す
・
・
・
」と
二
年

生
の
代
表
高
井

綾
子
さ
ん
に
続

い
て
、
授
章
学

生
全
員
で
誓
詞

が
声
高
ら
か
に

読
み
上
げ
ら
れ
、

厳
か
な
雰
囲
気

の
二
〇
〇
号
教

室
が
緊
張
感
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
九

月
二
十
日（
木
）

に
行
な
わ
れ
た

本
学
科
の
授
章

式
の
一
コ
マ

で
す
。本
学
科
の
授
章
式
は
、
一
年
生
か
ら
二
年

生
前
期
に
わ
た
る
学
内
で
の
科
目
履
修
を
終
了

し
、
臨
床
実
習
を
許
可
さ
れ
た
証
と
し
て
、
ワ
ッ

ペ
ン
を
与
え
ら
れ
る
行
事
で
す
。式
で
は
通
山

薫
主
任
教
授
か
ら
、
二
年
生
五
十
二
名
一
人
ひ

と
り
の
左
肩
に
ワ
ッ
ペ
ン
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
主
任
教
授
、
学
長
か
ら
病
院
実
習
の
心

構
え
や
激
励
の
エ
ー
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

放
射
線
技
術
科

　

九
月
二
十
九
日（
土
）
に
ワ
ッ
ペ
ン
授
章
式
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。は
じ
め
に
守
田
哲
朗
学
長
か

ら
、
附
属
病
院
で
の
長
期
実
習
は
、
本
学
の
誇
る

べ
き
特
徴
で
あ
り
、
準
職
員
と
し
て
規
律
を
守
り
、

実
戦
力
を
身
に

つ
け
て
ほ
し
い

と
式
辞
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
今
城

吉
成
主
任
教
授

か
ら
、
二
年
生

六
十
三
名
一
人

ひ
と
り
に
ワ
ッ

ペ
ン
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。ま
た
、「
激
励
の
言
葉
」
と
し
て
、
卒

業
生（
平
成
十
五
年
卒
）
の
安
田
隆
史
氏（
心
臓
病

セ
ン
タ
ー
・
榊
原
病
院
勤
務
）か
ら
、学
生
時
代
の

体
験
を
も
と
に
、
実
習
の
大
切
さ
と
学
び
方
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

授
章
式
の
後
、
川
崎
医
科
大
学
放
射
線
医
学

（
治
療
）
教
室
准
教
授
の
平
塚
純
一
先
生
に
よ
る

「
が
ん
放
射
線
治
療
の
め
ざ
す
も
の
」
と
題
し
た

記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

介
護
福
祉
科

　

介
護
福
祉
科
で
は
、
九
月
七
日（
金
）二
〇
〇
号

教
室
に
て
実
習
開
始
式
を
行
い
ま
し
た
。こ
の

実
習
開
始
式
は
、

初
め
て
の
学
外

実
習
に
臨
む
本

学
科
一
年
生
を

対
象
に
毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
橋

本
祥
恵
主
任
教

授
か
ら
の
激
励
、

守
田
哲
朗
学
長

か
ら
の
式
辞
を

頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
名
前
が
読
み
上
げ

ら
れ
た
あ
と
、
代
表
し
て
中
岡
緑
さ
ん
が
宣
誓
を

行
い
ま
し
た
。

　

介
護
福
祉
科
一
年
生
は
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で

こ
の
実
習
開
始
式
に
臨
み
、
岡
山
県
介
護
福
祉
士

会
副
会
長
田
中
美
保
子
氏
か
ら
の
基
調
講
演
を

通
し
て
、
い
よ
い
よ
迫
っ
て
き
た
学
外
実
習
へ
の

気
持
ち
を
高
め
て
い
き
ま
し
た
。

医
療
保
育
科

　

六
月
十
九
日（
火
）
に
、
医
療
保
育
科
二
年
生

七
十
四
名
が
無
事
に
実
習
開
始
式
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。梶
谷
喬
主
任
教
授
に
よ
る
挨

拶
、
守
田
哲
朗
学
長
に
よ
る
式
辞
に
続
き
、
実
習

生
代
表
が
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
後
、
実
習

生
全
員
で
思
い

を
込
め
て
学
歌

を
斉
唱
し
ま
し

た
。

　

式
を
通
じ
て
、

実
習
に
出
ら
れ

る
ま
で
に
成
長

し
た
こ
と
を
皆

で
喜
ぶ
と
と
も

に
、
実
習
で
も
精

一
杯
頑
張
ろ
う
と

い
う
気
持
ち
を
確

認
す
る
式
と
な
り

ま
し
た
。参
加
し

た
一
年
生
に
と
っ

て
も
、
来
年
度
の

実
習
に
向
け
、
よ

り
よ
い
学
び
の
場

と
な
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

平
成
19
年
度　

戴
帽
式
・
授
章
式
・
実
習
開
始
式キャップをいただく学生達看護の灯を胸に感激した学生達

誓詞を読みあげる臨床検査科２年生臨床検査科ワッペン授与式誓詞

代表学生による宣誓実習開始式を終えて記念撮影

実習への誓い決意を新たに

実
戦
力
を
身
に

つ
け
て
ほ
し
い

と
式
辞
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

平
成
19
年
度　

戴
帽
式
・
授
章
式
・
実
習
開
始
式

実
習
に
向
け
て
決
意
新
た
に
！

授
章
式
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実習に向けて決意新たに



　

本
学
科
の
一
年
生
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記

念「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー 

防
災
未
来
館
」

を
見
学
し
ま
し
た
。研
修
で
は
、震
災
を
経
験

さ
れ
た
方
の
体
験
談
を
聴
き
、シ
ア
タ
ー
で
地

震
発
生
時
の
崩
壊
す
る
ビ
ル
や
高
速
道
路
の
様

子
を
再
現
映
像
と
と
も
に
体
感
し
、ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
像
を
通
し
て
復
興
し
て
い
く
街
の
様

子
を
観
ま
し
た
。震
災
の
経
験
を
継
承
し
、教

訓
を
生
か
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
な

が
ら
、命
の
尊
さ
や

生
き
る
こ
と
の
素

晴
ら
し
さ
に
つ
い
て

考
え
る
よ
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

　

二
年
生
は
、シ
ス

メ
ッ
ク
ス
加
古
川
工
場
お
よ
び
シ
ス
メ
ッ
ク
ス
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
見
学
、セ
ン
タ
ー
で

は「
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
と
不
確
か
さ
」と
題
し

た
講
義
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。工
場

で
は
、臨
床
検
査
の
現
場
で
使
用
さ
れ
る
血
球

計
測
機
器
な
ど
の
機
器
類
が
組
み
立
て
ら
れ
る

様
子
を
間
近
で
見
学
し
、3
D
画
面
を
見
な
が

ら
の
組
み
立
て
や
自
動
で
動
く
資
材
運
送
ロ
ボ

ッ
ト（
ビ
ー
ト
ル
）に
驚
き
を
隠
せ
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

学
生
に
と
っ
て
大

き
な
成
長
を
遂
げ
て

い
る
企
業
の
見
学
は

意
義
深
く
、臨
床
検

査
を
改
め
て
見
つ
め

る
よ
い
機
会
に
な
り

ま
し
た
。

　

本
学
は
、
平
成
十
四
年
か
ら
県
立
精
研
高
校
、

平
成
十
九
年
か
ら
県
立
和
気
閑
谷
高
校
と
の
間

で
高
大
連
携
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

連
携
教
育
の
主
な
内
容
は
、
介
護
福
祉
科
を
中

心
と
す
る
教
員
の
出
前
講
義
と
、
高
校
生
に
よ
る

本
学
の
施
設
を
利
用
し
た
実
習
や
見
学
な
ど
で

す
。今
年
度
は
こ
れ
ま
で
に
精
研
高
校
に
対
し
て

は
、
学
内
見
学
と
介
護
実
習
を
行
い
ま
し
た
。和

気
閑
谷
高
校
に
対
し
て
は
、
出
前
講
義
と
し
て
橋

本
主
任
教
授
に
よ
る「
福
祉
の
仕
事
に
つ
い
て
」、

岡
准
教
授
に
よ
る「
介
護
事
例
検
討
」、
守
屋
講
師

に
よ
る「
相
談
援
助
と
ケ
ア
計
画
」、
本
学
に
お
い

て
学
内
見
学
、
入
浴
と
移
動
の
介
護
実
習
、
調
理

実
習
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
本
学
で
実
施
さ
れ
た
介
護
実
習
を
受

講
し
た
高
校
生
と
引
率
の
教
員
の
感
想
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

施
設
見
学
で
は
、
校
内
が
広
く
教
室
数
も
多
く

施
設
・
設
備
が
充
実
し
て
お
り
、
ベ
ッ
ド
や
ピ
ア

ノ
の
数
の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。午
後
か
ら
は
実

際
に
体
験
さ
せ
て
頂
き
、
最
初
の
天
井
走
行
リ
フ

ト
で
は
、
介
助
者
の
体
力
や
精
神
的
な
負
担
も
軽

減
す
る
こ
と
が
で
き
、
利
用
者
の
方
も
無
理
な
く

移
乗
で
き
る
と
感
じ
ま
し
た
。次
に
、
ス
ト
レ
ッ

チ
ャ
ー
で
の
移
動
介
助
も
体
験
し
ま
し
た
。実
際

に
乗
っ
て
み
る
と
、
方
向
転
換
の
時
な
ど
目
が
回

る
よ
う
な
感
覚
に
な
り
、
小
さ
な
段
差
で
も
怖
く

感
じ
ま
し
た
。体

験
を
通
じ
て
利

用
者
の
気
持
ち

が
分
か
り
、声
か

け
や
細
や
か
な

配
慮
の
大
切
さ

を
実
感
し
ま
し

た
。日
頃
の
授
業

で
は
体
験
で
き

な
い
充
実
し
た
一
日
で
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

教
諭　

赤
木
美
樹

　

本
年
度
は
、
訪
問
講
座
に
本
校
の
家
政
科
三
年

福
祉
コ
ー
ス
二
十
名
、
教
員
二
名
が
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。福
祉
コ
ー
ス
の
生
徒
は
、
二

年
時
に
訪
問
介
護
員
二
級
の
資
格
を
取
得
し
て

い
ま
す
が
、
高
校
の
乏
し
い
施
設
・
設
備
を
使
用

し
て
の
家
庭
介
護
を
中
心
と
し
た
学
習
に
留
ま

っ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、
貴
学
の
充
実
し
た
施

設
・
設
備
に
よ
る
介
護
実
技
指
導
を
受
け
る
こ
と

は
、
よ
り
専
門
的
・
発
展
的
な
学
習
の
機
会
と
な

っ
て
お
り
、
生
徒
達
は
改
め
て
福
祉
に
関
す
る
興

味
・
関
心
を
高
め
た
よ
う
で
す
。ま
た
、短
大
の
見

学
や
雰
囲
気
を
味
わ
う
こ
と
が
、
進
路
選
択
の
意

識
の
高
揚
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。最
後
に
な

り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
設
定

し
て
い
た
だ
い
た
貴
学
長
先
生
を
は
じ
め
、
御
指

導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
先
生
方
に
対
し
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
学
生
の
方
や
キ
ャ
ン
パ
ス
の
様
子

を
見
て
雰
囲
気
が
す
ご
く
い
い
と
感
じ
ま
し
た
。

看
護
科
で
は
見

た
こ
と
の
な
い

学
習
機
器
が
沢

山
あ
り
、看
護
を

め
ざ
す
私
に
は

と
て
も
魅
力
的

な
学
科
で
し
た
。

医
療
保
育
科
の

ピ
ア
ノ
レ
ッ
ス

ン
室
な
ど
施
設
の
整
備
も
勉
強
の
た
め
に
は
重

要
だ
と
思
い
ま
し
た
。ま
た
、
介
護
福
祉
科
の
演

習
で
は
、
こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
体
験
を
た
く
さ

ん
し
ま
し
た
。特
に
リ
フ
ト
体
験
で
は
、
天
井
走

行
リ
フ
ト
に
乗
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
背
中

に
手
が
触
れ
て
い
る
だ
け
で
と
て
も
安
心
感
が

あ
り
、
利
用
者
の
目
線
に
な
っ
て
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
見
ら

れ
な
い
学
校
の
様
子
が
見
ら
れ
と
て
も
よ
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
の
進
路
決
定
の
参

考
に
な
り
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

福
祉
科
教
諭　

萩
原
理
恵
子

　

多
く
の
先
生
方
の
お
世
話
で
、
高
大
連
携
の
訪

問
講
座
を
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。当
日
、

生
徒
は
朝
か
ら
緊
張
し
、
着
い
た
と
た
ん
に
施
設

の
大
き
さ
や
立
派
さ
に
圧
倒
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。ま
た
、普
段
の
日
と
い
う
こ
と
で
、授
業
を
受

け
て
い
る
学
生
の
姿
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。見
学
の
途
中
で
、
本
校
の
卒
業
生
の
ア

ド
バ
イ
ス
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。生
徒

に
と
っ
て
は
進
路
決
定
の
時
期
で
も
あ
り
、
た
い

へ
ん
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。講
義
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
を
は
じ

め
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

高
大
連
携

高
大
連
携

高
大
連
携
開
催
報
告

学
外
研
修

臨
床
検
査
科
一
・
二
年

平
成
19
年

10
月
23
日
㈫ボランティアの方から体験談

を聞いている１年生２年生学外研修（シスメックスにて）

チェアインバスを体験（精研高校）

電動車椅子操作中（和気閑谷高校）

岡
山
県
立
精
研
高
等
学
校

三
年
福
祉
コ
ー
ス　

入
江
彩
香　

瀬
尾
明
菜

岡
山
県
立
和
気
閑
谷
高
等
学
校

キ
ャ
リ
ア
探
求
科
３
年　

今
脇
理
絵

川崎医療短期大学 広報誌 NO.598

高大連携開催報告



キ
ラ
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い
い
顔
②

【
出
身
】
中
華
人
民
共
和
国　

上
海
市

【
経
歴
】
上
海
市
衛
生
学
校
卒
業

【
趣
味
】
民
族
舞
踏
、
音
楽
、
旅
行
、
グ
ル
メ

【
本
学
の
第
一
印
象
】
初
め
て
川
崎
医
療
短
期
大
学
の

校
門
を
く
ぐ
っ
て
感
じ
た
の
は
、
生
活
や
勉
強
す
る

環
境
が
と
て
も
気
持
ち
良
い
で
す
。
生
活
の
設
備
が

整
っ
て
、
学
科
と
科
目
の
分
類
が
細
か
く
て
先
生
方

も
優
し
い
で
す
。
私
は
こ
れ
か
ら
多
く
の
有
益
な
知

識
と
先
進
的
な
技
術
を
学
び
、
た
く
さ
ん
の
人
と
出

会
っ
て
、
一
つ
ひ
と
つ
の
体
験
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

勉
強
を
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】
来
日
か
ら
今
ま
で
、
先
生
方
や
舎

監
さ
ん
や
寮
母
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
お
世
話
を
し
て
い

た
だ
き
、
日
本
の
生
活
に
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
勉
強
に
励
み
、
日
本
で
の
留

学
を
充
実
し
た
も
の
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
将
来

そ
れ
を
活
か
し
、
中
国
と
日
本
の
架
け
橋
に
な
り
、

双
方
の
友
好
的
な
国
交
を
守
る
た
め
、
自
分
な
り
に

力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
学
と
友
好
提
携
を
結
ん
で
い
る
上
海
職
工

医
学
院
へ
の
訪
問
は
、
今
回
で
八
回
目
を
迎
え

ま
す
。
今
年
は
、
八
月
二
十
日
か
ら
二
十
四
日

ま
で
の
五
日
間
、
看
護
科
二
、
三
年
生
十
四
名

と
教
職
員
三
名
の
計
十
七
名
が
上
海
を
訪
問
し

ま
し
た
。
到
着
し
た
上
海
浦
東
国
際
空
港
で
は
、

上
海
職
工
医
学
院
の
余
剣
珍
副
院
長
を
は
じ
め

教
職
員
、
学
生
の
皆
さ
ん
の
熱
烈
な
歓
迎
を
受

け
、
そ
の
後
、
心
温
ま
る
歓
迎
会
や
盛
大
な
歓

迎
式
を
催
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　

二
日
目
の
上
海
職
工
医
学
院
の
見
学
で
は
、

学
習
環
境
、
学
習
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
つ
い
て
質

問
が
飛
び
交
い
、
多
く
の
情
報
交
換
が
で
き
ま

し
た
。
中
で
も
、
た
く
さ
ん
の
人
体
標
本
が
展

示
し
て
あ
る
教
室
が
特
に
印
象
的
で
、
常
に
本

物
を
見
て
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
恵
ま
れ
た
環
境

に
関
心
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

三
日
目
に
は
、
松
江
省
に
あ
る
交
通
大
学
付

属
第
一
医
院
を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
の
病
院
は
、

病
床
数
千
六
百
床
、
緑
化
率
40
％
以
上
を
誇
る

看
護
科

合
田　

友
美

◆ 

黄こ
う　

潔け
つ

　
　

H
U
A
N
G JIE　

【
出
身
】
中
華
人
民
共
和
国　

上
海
市

【
経
歴
】
上
海
市
衛
生
学
校
卒
業

【
趣
味
】
旅
行
、
編
物

【
本
学
の
第
一
印
象
】
川
崎
医
療
短
期
大
学

は
、
た
く
さ
ん
木
が
あ
る
学
園
で
す
。
鳥

の
声
が
聞
こ
え
ま
す
。
毎
日
、
青
空
と
茂

る
木
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。
気
持
ち
い
い

で
す
ね
。
こ
の
環
境
で
勉
強
し
生
活
す
る

の
は
本
当
に
楽
し
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
か

ら
は
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】
川
崎
医
療
短
期
大
学
は
、
上

海
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
た
こ
と
が
あ
り
、

ま
た
、
先
生
方
か
ら
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
確
か
に
、
良
い
学
校
で
す
ね
。
立
派
な

学
校
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
先
生
方
は
と
て
も

優
し
い
し
、
い
つ
も
微
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま

す
。
み
ん
な
か
ら
色
々
な
お
世
話
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ま
だ
聞
き
た
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆ 

陸り
く
ば
い
こ
う

培
紅

      LU
  PEIH

O
N
G

中国からニーハオ！！

上
海
訪
問

来年4月、看護科に入学する予定の黄さんと陸さんです。
現在は聴講生として日本語の勉強に励んでいます。

　

学
歌
「
若
き
い
の
ち
」
の
歌
詞
に
「
か
お
り

ゆ
か
し
く
梅
咲
く
園
に
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ

が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

学
校
の
東
門
入
口
か
ら
学
生
玄
関
あ
た
り

ま
で
の
坂
道
の
両
側
に
は
梅
の
木
が
植
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
ど
の
く
ら
い
の
方
が
気
づ
い
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。
実
は
私
も
川
崎
医
療
短

期
大
学
の
卒
業
生
で
す
が
、
就
職
し
て
母
校

に
勤
務
す
る
よ
う
に
な
る
ま
で
気
づ
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

早
春
に
は
花
を
咲
か
せ
、
実
が
な
る
と
梅

の
実
採
り
で
す
。
毎
年
六
月
上
旬
、
各
学
科

の
先
生
方
に
も
協
力
い
た
だ
き
、
事
務
部
総

出
で
行
い
ま
す
。
医
療
保
育
科
の
学
生
さ
ん

に
お
手
伝
い
を
お
願
い
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

梅
の
花
が
終
わ
る
と
、
桜
の
花
で
庭
園
は

ま
さ
に
「
桜
色
」
に
染
ま
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か

に
も
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
は
、
様
々
な
木
や
花
が

四
季
折
々
の
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
さ
れ
た
保
護
者
の

方
か
ら
「
緑
が
多
い
き
れ
い
な
所
で
す
ね
」

と
言
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

学
生
玄
関
の
前
に
は
、
卒
業
生
か
ら
寄
付

さ
れ
た
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
も
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
授
業
や
試
験
な

ど
忙
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
で
も
時
に
は
、

校
舎
か
ら
一
歩
出
て
、
短
大
キ
ャ
ン
パ
ス
の
自

然
を
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

事務部から

かおりゆかしく
梅咲く園に

短大教務課

日名 弥生

近
代
的
な
病
院
で
、
ホ
テ
ル
の
よ
う
な
広
々
と
し
た

美
し
さ
と
充
実
し
た
設
備
が
素
晴
ら
し
く
、
さ
ら
に
、

ゆ
と
り
あ
る
看
護
師
の
勤
務
体
制
に
感
激
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
滞
在
中
は
テ
レ
ビ
塔
や
豫よ

園
、
上
海
博

物
館
、
朱し
ゅ
か
か
く

家
角
な
ど
を
観
光
し
、
上
海
の
歴
史
と
文

化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
最
終
日

の
歓
送
会
で
は
、
日
本
か
ら
持
参
し
た
抹
茶
と
羊よ
う
か
ん羹

を
試
食
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
日
本
の
食
文
化
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
上
海
訪
問
で
は
、
見
学
、
交
流
を
通
し

て
、
互
い
を
尊
重
し
な
が
ら
相
互
の
国
の
歴
史
や
文

化
、
看
護
を
取
り
巻
く
環
境
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
合
う
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
意
義
深
い
訪
問
に
な
っ
た
こ
と
を
報
告
し
、
す
ば

ら
し
い
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
深
く
感

謝
致
し
ま
す
。

上海職工医学院看護学実習室にて（余剣珍副院長から説明を受けてい
る学生たち）

松江省にある近代的な交通大学付属第一医院を見学しました。
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キ
ラ
リ 

い
い
顔
②

　

本
学
の
隠
れ
た
匠
、
槌
田
見
一
さ
ん
を
ご

紹
介
し
ま
す
。本
学
用
務
員
と
し
て
の
三
年

間
に
、
備
品
等
の
修
理
は
も
ち
ろ
ん
、
数
々

の
便
利
グ
ッ
ズ
や
ア
イ
デ
ア
作
品
の
製
作
・

取
付
け
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。匠
の
お

か
げ
で
、外
注
に
か
か
る
多
額
の
経
費
が
削

減
さ
れ
て
い
ま
す
。作
品
す
べ
て
は
廃
材
な

ど
が
利
用
さ
れ
、地
球
環
境
に
優
し
い
リ
サ

イ
ク
ル
品
ば
か
り
で
、
い
つ
も
職
員
み
ん
な

が
驚
か
さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
は
、
そ
れ
ら

の
作
品
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

本
学
で
の
記
念
す
べ
き
第
一
号
は
、
一
斗

缶
で
作
っ
た「
チ
リ
ト
リ（
写
真
①
）」
で
す
。

お
店
で
売
っ
て
い
る
よ
う
な「
た
だ
の
チ
リ

ト
リ
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。溝
の
中
に
溜た

ま

っ
た
落
ち
葉
や
ゴ
ミ
を
回
収
す
る
た
め
、
溝

の
幅
に
合
わ
せ
た
サ
イ
ズ
で
作
ら
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、軽
く
て
丈
夫
で
大
容
量
、し
か

も
専
用
の
持
ち
手
付
き
で
、他
の
用
務
員
さ

ん
か
ら
も
絶
賛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、「
長
机
運
搬
台
車（
写
真

②
）」
で
す
。今
あ
る

台
車
の
持
ち
手
に

”槌
田
ス
ペ
シ
ャ
ル“

を
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
す

る
こ
と
に
よ
り
、
本

学
の
狭
い
エ
レ
ベ
ー

タ
で
あ
っ
て
も
、
長
机
を
立
て
た
ま
ま
一
度

に
六
脚
く
ら
い
は
簡
単
に
運
べ
る
よ
う
に

し
た
ア
イ
デ
ア
作
品
で
す
。こ
の
よ
う
に
槌

田
さ
ん
は
、リ

サ
イ
ク
ル
だ

け
で
な
く
、便

利
さ
と
ア
イ

デ
ア
を
盛
り

込
ん
だ
作
品

を
手
が
け
て
い
ま
す
。「
こ
ん
な
物
が
あ

れ
ば
便
利
だ
な
」と
思
っ
た
と
き
、
私
達

は「
槌
田
工
務
店
に
依
頼
し
よ
う
」
と
よ

く
言
っ
て
い
ま
す
。

　

気
に
な
る
匠
の
前
職
で
す
が
、な
ん
と

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
社
員
で
し
た
。電
車
の
電

気
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
長
年
携
わ
っ
て
い

た
経
験
か
ら
道
具
の
使
い
方
を
会
得
さ

れ
、後
に
Ｊ
Ｒ
の
学
校
で
電
車
の
構
造
を

教
え
る
先
生
も
さ
れ
た
腕
前
の
持
ち
主

で
す（
ち
な
み
に
電
車
の
運
転
も
さ
れ
て

い
ま
し
た
）。常
日
頃
か
ら「
こ
の
材
料
で

何
か
で
き
な
い
か
？
」、「
こ
れ
を
作
っ

た
ら
便
利
に
な
る
の
で
は
？
」
と
ア
イ
デ

ア
や
ひ
ら
め
き
を
探
求
し
て
い
ま
す
。ま

た
、
休
み
の
日
に
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や

百
貨
店
の
調
度
品
を
見
て
セ
ン
ス
や
技

術
を
盗
む
な
ど
、非
常
に
研
究
熱
心
な
方

で
す
。私
達
も
、

勉
強
や
仕
事

の
面
で
見
習

わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と

感
じ
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　

槌
田
さ
ん
、短
大
の
環
境
・
生
活
を
よ

り
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
く
た
め

に
も
、こ
れ
か
ら
も
す
ば
ら
し
い
作
品
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（
庶
務
課　

阿
藤
孝
子
）

短大の隠れた匠

庶
務
課

槌
田
見
一
さ
ん

頑張ってます！

　

学
内
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
運
用
委

員
会
で
は
、
学
内
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
利
用
環
境
改
善
の
参
考
資
料
を
得
る
た

め
、
平
成
十
八
年
度
の
在
学
生
ほ
ぼ
全
員

（
九
百
八
十
二
人
）
を
対
象
に
平
成
十
八
年

十
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

質
問
事
項
は
、
学
内
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
利
用
状
況
、
所
有
状
況
等
の
五
項
目
で
、

学
科
ご
と
に
集
計
し
ま
し
た
。
な
お
、
臨
床

検
査
科
に
つ
い
て
は
全
員
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ

ン
を
所
有
し
、
教
室
と
学
生
ホ
ー
ル
で
自
分

の
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
で
き
る
環
境
に
あ
る
と

い
う
状
況
の
も
と
で
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
と
文
章
作
成
が
多
く
、

次
い
で
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
、
表
計
算
の
順
に

な
り
ま
し
た
。
学
科
間
の
差
は
な
く
、
教
科

の
課
題
・
卒
論
等
の
ノ
ー
ト
・
レ
ポ
ー
ト
作

成
の
た
め
に
利
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

授
業
以
外
で
の
パ
ソ
コ
ン
利
用
頻
度
は
、

（
ほ
ぼ
毎
日
、
週
二
〜
三
回
、
月
二
〜
三
回
、

利
用
し
な
い
）
の
項
目
に
対
し
て
、
全
学
科

で
は
月
二
〜
三
回
の
利
用
が
49
％
と
最
も
多

く
、
臨
床
検
査
科
で
は
週
二
〜
三
回
の
利
用

が
47
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

パ
ソ
コ
ン
利
用
場
所
は
、
全
体
的
に
は
情

報
教
育
室
が
最
も
多
く
、
臨
床
検
査
科
で
は

利
用
環
境
に
あ
る
場
所
を
均
等
に
利
用
し
て

い
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
の
所
有
率
は
69
％
、

そ
の
う
ち
学
内
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
こ
と
が
あ
る
学
生
は
25
％
で
し
た
。
学

内
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
こ
と
が

な
い
学
生
で
は
、
必
要
が
な
い
52
％
、
使
い

方
が
分
ら
な
い
16
％
、
環
境
が
な
い
12
％
と

い
う
回
答
結
果
で
し
た
。

　

教
室
が
63
％
、
学
生
ホ
ー
ル
30
％
と
な
り
、

多
く
の
学
生
が
教
室
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

必
要
が
80
％
、
あ
れ
ば
利
用
す
る
が
14
％

で
、
寮
自
室
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
を

熱
望
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
情
報

教
育
室
に
利
用
場
所
を
限
ら
れ
た
学
生
と
、

利
用
環
境
が
整
っ
て
い
る
臨
床
検
査
科
学

生
と
の
利
用
頻
度
の
違
い
・
利
用
場
所
等

の
比
較
、
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
を
所
有
し
て

い
る
も
の
の
使
え
な
い
学
生
の
存
在
な
ど

に
よ
り
、
全
学
共
通
の
利
用
環
境
へ
改
善

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
が
改
め
て
分

か
り
ま
し
た
。 

同
時
に
、
パ
ソ
コ
ン
利

用
の
必
要
性
を
感
じ
る
情
報
教
育
を
推
進

し
て
い
く
必
要
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
も
継
続
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
環
境

整
備
と
情
報
教
育
推
進
の
参
考
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

学
内
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
運
用
委
員
会　

委
員
長　

阿
部 

利
則

学
内
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
運
用
委
員
会

平
成
十
八
年
度

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告

写真①　チリトリ

写真②　長机運搬台車自信作のキャスター付２段BOX

　

学
内
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
希
望
場
所

④　

寮
生
の
自
室
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
希
望

⑤ 　

パ
ソ
コ
ン
所
有
の
有
無

③

　

パ
ソ
コ
ン
利
用
状
況

② 　

パ
ソ
コ
ン
操
作
・
ソ
フ
ト
の
利
用
状
況

①
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本
学
の
様
子
を
お
伝
え
す
る
本
誌
は
、
毎
号
三
人
の
委
員
を
中
心

に
広
報
誌
編
集
委
員
全
員
で
校
正
し
て
お
り
ま
す
。年
に
四
回
発
行

の
本
誌
は
、
在
学
生
や
保
護
者
は
も
ち
ろ
ん
、
実
習
先
施
設
、
本
学
へ

の
進
学
を
希
望
す
る
高
校
生
の
皆
さ
ん
や
学
園
関
係
者
な
ど
た
く
さ

ん
の
方
に
読
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
た
め
、
ど
な
た
が
目
に
し
て
も

わ
か
り
や
す
く
、
楽
し
め
る
内
容
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
編
集
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、
よ
り
新
し
い
情
報
を
お
伝
え
す
る
た
め
、

い
つ
も
印
刷
直
前
ま
で
紙
面
の
構
成
を
組
み
替
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
学
生
が
日
ご
ろ
と
は
違
っ
た
輝
き
を
見
せ
る
場
で
あ
り
、

感
動
と
思
い
出
の
宝
庫
で
も
あ
る「
川
崎
学
園
祭
」
を
特
集
し
ま
し
た
。

学
園
祭
の
様
子
を
、紙
面
を
通
し
て
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、写
真
中

心
に
構
成
を
考
え
、
た
く
さ
ん
の
学
生
の
い
き
い
き
と
し
た
表
情
を

ご
紹
介
し
ま
し
た
。ぜ
ひ
、
自
分
の
写
っ
て
い
る
写
真
を
探
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。学
園
祭
期
間
中
、
庶
務
課
の
山
口
義
雄
氏
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
編
集
委
員
と
共
に
た
く
さ
ん
の
写
真
を
撮
影
し
ま
し
た
。素

敵
な
写
真
ば
か
り
で
、
ど
れ
を
掲
載
す
る
か
嬉
し
い
悲
鳴
が
あ
が
り

ま
し
た
。

　

毎
号
、短
期
間
の
原
稿
依
頼
に
も
か
か
わ
ら
ず
、多
く
の
方
が
快
く

執
筆
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。紙
面
を
お
借
り
し
て
深

く
感
謝
い
た
し
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
広
報
誌
に
暖
か
い
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
河
邉
聡
子
）

編　

集　

後　

記

主要行事（1月～3月）

Information

1月

 4日 仕事始め
  一般入試前期願書受付開始（～23日）
 11日 第32回医療福祉教養講座
 15日 看護科1年基礎看護学実習Ⅰ（～26日）
 26日 医療保育科保育実習成果発表会
 30日 一般入試前期

2月
 6日 一般入試前期合格発表
25日 一般入試後期願書受付開始（～3月8日）

3月

 6日 在学生健康診断（～8日）
 14日 一般入試後期
 15日 卒業証書・学位記授与式
 17日 一般入試後期合格発表
 19日 放射線技術科2年臨床実習終了

国　家　試　験　日　程　に　つ　い　て
区　　　　　分 試　験　期　日 合格者の発表

第97回　看護師国家試験 平成20年2月24日㈰ 3月26日㈬　午後2時

第54回　臨床検査技師国家試験 平成20年2月29日㈮ 4月 4日㈮　午後2時

第60回　診療放射線技師試験 平成20年2月28日㈭ 4月 4日㈮　午後2時

第21回　臨床工学技士国家試験 平成20年3月 2日㈰ 3月25日㈫　午後2時

平成20年度一般（前期・後期）入試日程
試験区分 願書受付期間 試験日 合格発表 入学手続期間 試験内容

一般前期
平成20年
1月4日㈮～1月23日㈬
【消印有効】

1月30日㈬ 2月6日㈬
午前9時

2月13日㈬～2月20日㈬
【消印有効】 学力試験2科目・面接

一般後期
平成20年
2月25日㈪～3月8日㈯
【消印有効】

3月14日㈮ 3月17日㈪
午後5時

3月19日㈬～3月25日㈫
【必着】

【A方式】大学入試センター試験から２科目・面接
【B方式】小論文・面接

平成２０年度
ＡＯ入試・特別入試・推薦入試結果
　平成２０年度ＡＯ入試・特別入試・推薦入試
の結果及び一般入試の日程は次のとおりです。
　なお、入試日程の詳細は学生募集要項、また
は、本学ホームページでご確認ください。

ＡＯ入試　　　　　　　　    試験日：９月２９日（土）　合格発表：１０月４日（木）
看護科 介護福祉科 医療保育科 計

募集人員 3 3 3 9

志願者数 18 10 25 53

志願倍率 6.0 ３．３ 8.3 5.9

合格者数 14 10 24 48

特別入試　　　　　　　　　　　　　　　　試験日：１０月２０日（土）　合格発表：１０月２５日（木）

看護科 臨床検査科 放射線技術科 介護福祉科 医療保育科 計

募集人員 40（3） 10（2） 7（2） 32（3） 17（1） 106（11）

志願者数 49（0） 30（1） 35（3） 12（0） 16（0） 142（4）

志願倍率 1.2 3.0 5.0 0.4 0.9 1.3

合格者数 45 13（1） 12（0） 9 14 93（１）

推薦入試　　　　　　　　　　　　　　　　試験日：１１月１０日（土）　合格発表：１１月１６日（金）

看護科 臨床検査科 放射線技術科 介護福祉科 医療保育科 計

指定校 公募 指定校 公募 指定校 公募 指定校 公募 指定校 公募 指定校 公募

募集人員 16 16 10 10 26 6 18 9 60 51

志願者数 8 20 37 45 11 3 7 11 26 116

志願倍率 0.5 1.3 3.7 4.5 0.4 0.5 0.4 1.2 0.4 2.3

合格者数 8 17 14 10 11 2 7 9 26 52

（　）：社会人枠、内数

　２階学生玄関にセキュリティ強化のため一方向ドアを設
置しました。それに伴い11月１日（木）から平日18時以降、学
生玄関からは入ることができなくなりました。ただし、出る
ことは19時50分までできます。なお、土曜日については16時
20分以降入退出ともできなくなります。
　また、平日18時以降に止むを得ず校舎内に入る場合は、１
階玄関から受付に申し出て入ってください。

学生玄関の施錠システムの変更についてのお知らせ


